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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　基板上に、一対の電極と、前記電極間に配置した発光層とが積層された発光素子が、基

材上に複数配設された発光装置であって、

　前記発光素子の発光面が前記基材に対して立ち上がり方向に位置しており、

　前記発光面からの面発光が、前記基板と対向する側又は前記基板側から取り出され、

　前記発光素子に流される電流が、前記発光素子の電流・電圧特性において、電圧を増加

したときに電流の増加しなくなる電圧領域における電流値の５０％以下であることを特徴

とする発光装置。

【請求項２】

　前記発光素子が、帯状に形成されている請求項１に記載の発光装置。

【請求項３】

　前記発光素子が、短冊状に形成されている請求項１に記載の発光装置。

【請求項４】

　前記発光素子が、筒状又は柱状に形成されている請求項１に記載の発光装置。

【請求項５】

　前記発光素子が、多孔状に形成されている請求項１に記載の発光装置。

【請求項６】

　前記発光素子が、各発光素子を複数個積層してなる積層型発光素子である請求項１に記

載の発光装置。
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